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岐阜縣稻越鉱山磁気ならびに電気撮鉱調査報告鱒

加来一郡罧

　　　　　　　　　　　　R6sum6
Electr量cal　and　M冠9聡etic　Prospectings　at　the　Inagoe　Iron　Mine，Gifu　Prefecture

by

Ichir6　Kaku

　　The’electrical　anαmagnetic　prospectings　were　carried　out　at　the　Inagoe　Ir6n　Mine

from　September　to　October，19521

　　The　conspicuous　zgnes　of　magnetic　anomalies　were　discovered　by　the　vertica1，magne・

・ticmethodatthemrinearea，200mnorthfromtheknownoredeposit亀
　　These　anomalies　were　assumed　to　be　the　indications　o歪the　mineralized　zones，or　the

unknown　ore　deposits　by・the　electrical　prospectings，such　as　spont揖neous　polarization　and

resistivity　method．
　　The　auth6r，theref（）re．suggested　that　it　would　be　advisable　to　carry　out　pitting　and

trenching　at　the　points　such　as　K：一12．5フK：一13，J－13．5，1－14，K：44．

要　約

　昭和27年9～10月にわたり，中之島物産株式会肚所
　肋なごえ
有の稻越鉱山の1鉱区内におい鴫　磁気ならびに電気探

鉱調査をおこなつた。

錯直磁力法にょり，峯地区において，著しい磁気異常

地帯を求めた。これは，既知鉱床の北方，約200mの

地点である。

　自然電位法ならびに比抵抗法の結果，この磁気異常地

帯は，一懸鉱化帯または鉱床賦存地域と推定される。從つ

て，測，点8～9（K－12．5），8～181（K－13），7’》361（」一13．5），

6～141（1－14），182’》183（K－14）において，ピヅトまた1よ

トレソチによる探鉱をおこない，地質状況を確かめ，そ

の結果をまつて測点46（G－10！附近より南東方向に横坑’

を開難し，・得られた示徴の確認に努むべきものと考えら

、れるQ

1．緒　言

中之島物産株式会肚の受託調査申講にもとづき，昭和

27年9月より10月にわたり，本所鉱床部のおこなう調

査と連携して，岐阜縣稻越鉱山の鉱区内にて，磁気なら

びに電気探鉱調査をおこなつた6以下その結果を報告す

るo

＊本丈の内容は受託調査申諦にもとづく調査事項であつて，公表

　については，申請者中之島物産株式會融肚浸中村喜義氏の快諾

　を得伽ものであるo許可年月　　昭和28年1月

淋物理探査部

2．位置および交逼

　　　　　　よしき　かわい
稻越鉱山は岐阜縣吉城郡河合村地内にあり，高山市の

北西，約20㎞のところにある。高山線，角川駅にて下

車し，稻越川に漕つて徒歩1時間にて鉱山事務所のある
まがりぶち

曲・淵部落に蓬する。この聞約5kmで道路は，比較的良

好，トラ，ックを通ずる。鉱山は曲淵部落のさらに東方約

800mのところにあつて，徒歩にて約30分を要する。

3．地形・地質・鉱床

本鉱山は，いわゆる飛騨山脈の中に位置し・附近の地

勢は．一般に急峻である。この附近で，目標となる山峯は

本堂山であつて，海抜995mを算するp現探鉱所は，

この山峯の北北西，約1k加に位置し，曲淵部落より約

210mの高位置にある。

地域を構成する岩石は，本既岩生技官によれ属主

として縞状片廓岩・眼球状片廓岩・船津型花醐岩類と斑構

岩質岩・牛花嵩岩・輝緑岩質岩等の脈岩と，両片瞬岩中に

残された石友岩で，縞歌片麻岩は地域の南部より中央部

にかけて広く発達し，その北部は眼球状片麻岩となつて

いる。蓉た，鷲津型花崩岩は西部に広く分布し，両片騰

岩とは漸移関係にある。’

甑蜘鉱床は縞状片麻岩の北縁部にあり・この地域は激

しい地殻変動をうけ，構鑑はきわめて複雑である。既述

の脈岩類は，両片廓岩ならびに花崩岩類をつらぬき，翫

知鉱床附近に多く見う．けられる。甑知鉱床は，縞状片麻1

43門（337）
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岩中の石友岩を高熱のもとに交代した磁鉄鉱・磁硫鉄鉱

鉱庫で常にスカルソ幣をともない2、これにあたかも包含

されたような形で賦存している。鉱床の大略の走向はN

一手0～6？。E歪南東に急斜し，中心部三はほとんど磁鉄鉱

で～，母岩にむ弁い・スカ々ソ鉱物を増し・磁硫鉄鉱を密

薙す』る。

　地質・鉱床の詳細は，本所岩生技官の報告を参照せら

け，

た。
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　なお，参考までに，鉱山の概況を記せば次

のようである。鉱業権者は中之島物産株式会

批で，鉱区番号は，岐・採・登第520号で，鉱

種名は鉄鉱である。この鉱区は，もと日本電

気冷傘株式会杜のものであつたが，その御、

石原壼業公司の所有となり・昭和26年3月

現鉱業権者のものとなρた。現在稼動人員約

50名で，手掘による坑道掘ならびに上向階

段法匠よる採鉱をおこなつている。坑道は

0，2，4，6，7号があり，現在探鉱中のもの

は，4，6号坑℃，7号坑は探鉱中である。鉱』

・石り蓮搬は採鉱所より曲淵所在の貯鉱暢まで

は簡易索道を利用し，貯鉱場より角｝1駅まで

はトラックを用いている。、昭和27年9月の

稼行実績は810tで，品位はFe50％程度，

’出荷先は九州小倉製鋼とのことであるo

4．磁氣探、鉱

これも10奥ごとに測点を求め，

　当時，岩生技官のおこないつっあつた広域

にわたる地質調査の結果により，甑鄭鉱床の

北西部，または北部に新鉱床発見の可能性を

示唆されたので，まず曲淵部落の出口より，

稜線沼いに頂上にむかい，30飼50mごとに

測点を求め，シュミット型鉛直磁力計をもつ
r
て
錯 直磁力の測定をおこなつた。この稜線

は，ほぼ北東東にのび，既知鉱床の北部をた

どる方向に走つているo

　測定の結果，測点・0より測点25までは，

異常らしい異常に逢着しなかつたが，測点26

にて約（＋）1000γの異常が求められ，さら

に測点28にて，約（＋）4000γの異常が得ら

れたので（第1図参照），この附近をくわしく

調べるために，改めて測点27附近を基点（0）

とし，まず稜線漕いに基線を求め，斜距離

10mごとの測点より等高線滑V）に枝線を設

　　　　　　　　　　　　もつて測線網とし

　調査は得られた異常をあくまで追及してゆく方針のも

とに，測線設定と測定とは併行してすれをおこない，作

業の能牽を考え，あえて正十字測線網としなかつた・ま

た測、点の精粗，ならびに測，点聞隔は必要に鷹じてこれを

加減した9

44一（33呂）
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第2圖　　稻越鉱山峯地匠磁氣ならびに電氣探鉱測線圖　（縮尺1：2，000）

　　　　　　　オず　　　　　一　」み　　　　誠r　 南

＿漣向⑨．二．・…応麿㌦
単位凄　崩　　　垂鳶　南1瀦
　　　｛殉．澗鋤．毒　・　廠
　　　第3圖一稻越鉱轡塗地纏鉛直磁力分布圖
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　　　　　　　　　　　　ノ　地質調査1所月i報

測点の測量は李板を用い，反硯導法により部分閉合を

おこない，もつて位置の正確を期し，、これに地形’・地質

を併記したのが第2図である。

　錯直磁力の測定・は，シュミット璽錯直磁力計を用し＞，

各測点に．おいて得られた殖果峠規定に從つて整理し・つ

いで測点図上に記入し，これをもとにしてこの地域の錯

直磁力の分布状況をえがいたのが第3図である。軍位は

γで計器の1目盛感度は16．6γであつた。第3図にて

朗らかなように，この地域に著しい磁気異常が求められ

た。大観するに負の異常はF－13．5からK－10にわたつ

て約65m南西西一北東東に細長く分布し，数個の負中

心をこのなかに包藏している。その最小値は、（一）10，000

γ以上である。また，・正の異常は負の異常の南に接し

て，・E－15附近からL－12附近にわたつて約75m南西

西一北東東にやや福広く分布し，特にその東部は南東方

、向に．約40m突出し，数個の正中心をこのなかに包藏す

（第4巻第5号）

る。その最大値は，約（十）10，000γである。

　得られた磁気異常を詳細に見れば，はなはだ複薙であ

る。すなわち，唱正中心も負中心もそれぞれいくつかあつ

て，はたしてどれとどれとが対懸しているのか，明らか

でない。もし極の対感ということを考え進めれば，磁性

体はいくつかの小磁性体の集りということになるが，磁

性体が1つであつても，これの頂部に凹凸があればこの

ような結果が得られるかも知れないと考えられるg從つ

てこの異常の原因となつている磁性体の，形状とか，規

模とか，傾斜等は明らかでない。参考のたあ，あえ宅対

鷹正負極をもとめ・、これを結ぶ線について断面をえがい

たのが第4図である。また参考のため，Nippoldtの模型

による断面図を示せば第5図のようであるQ第4図の，

B，C，D，E断面線について見るに，正の異常値に対し，

負の異常値が等しいか，または大き’く示されている。こ

れはごく簡軍．な磁性体の解析事例に．よれば（第5図の4Z
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　　　　　　　　曲線参照），その原体はかなり横臥していることにな

　　　　　　　　る。’さらに求められた磁気異常は比較的著しい値を示し

　　　　　　　　ているので，，その潜頭深度は比較的浅いものと考えられ

　　　　　　　　るo
　　　　　　　　　この地域には，たまたまE－13附近に小規模な掘り込

　　　　　　　　みがあり，また所々に局部的な岩暦の露出を見るが，地

　　　　　　　　域全般に・わたつては樹木が繁茂し，その地質歌況は・ほと

　　　　　　　　んど不朗な地域であった．o

5．電気探鉱，

　5．1　自然電位法

　既知鉱床には，磁鉄鉱に交つて磁硫鉄鉱がかなり多く

見受けられる。また，鉱床と密接な関係にあるスカルソ

帯の中にもこれを見る。磁硫鉄鉱が岩石中にあれば，そ

の浸潤水のため碩強く分極するこ≧が知られている・

もちろん分極にはある條件が必要だと考えられるQ峯地

区にもし鉱床がおるならば，この磁硫鉄鉱にもとづく示、

徴が，一懸得られる0）云はなかろうかと考え，自然電位

法を実施したo

　測点は磁気探鉱に用いたものを使用し，各測点と1の

基準点との電位差を，3P型電位差計にて測定し，基準

点の電位を0とした場合の各測点の電位を求めた。、mV

は輩位である。各測点の電位1は測、点図上に記入し，これ

をもとにして，こめ地域の自然電位の分布歌況をえがい

たのが第6図である。これは電位の等しい所をつないだ

等自然電位線図で，一120，一140，一160mVというよ

うに等電位線は20mV　Iの差をもつて示している。

　第6，図にて明らかなように，電位低くしかも，まとまつ

ている地、点一一これを負中心という一が数個求められたo

著しいものは，M－4，S」7，：L－10．5，E－15で，そのほか数

｛固見うけられるo

　・これらの地点がすべて鉱床に関係のある地点だとは考

えられないが，磁気異常地附近にあたかもこれをとりま

くように，一100mVないし一40mVの負中心が、点在

していること（L－10．5，E－15，F－i1，H－14，N－15）は興昧
＼

あることと考える。

　5．2　比抵抗法

　既知鉱床附近には，種々な岩石の分布を見るが，鉱床

の母岩と考えられる片麻岩ならびに花醐岩類ならぴにス

カルソと鉄鉱石とは，比抵抗値のうえではかなりの相異

が考えられる。すなわち，片廊岩ならびに花嵩岩類は電

気比抵抗値が高く，スカルソはこれにつぎ，鉄鉱石は電気

比抵抗値がかなり低いものと考えられる。もちろん岩石

の比抵抗は，所在する場所の條件によつて，同種の岩石

でも値のうえではかなりの幅をもつているので，この点
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　は結果の解釈上注意を要する。それはともかくとして，

　峯地区にもし鉱床があるならば，低比抵抗地幣が一懸求

　められるのでぱなかろうかと考え1比抵抗法をおこなつ

　たo
　　測点は磁気探鉱に用いたものを使用し，電極間隔a

　二10mの場合の大地の見掛比抵抗値を，直流による2

極法によつて求めた。 測定値は一懸地表下5～10m範囲

　内の大地の見掛比抵抗値と考える。得られた測定値は測

　線上に記入し，これをもとにして大地の見掛比抵抗値の

　分布歌況をえがいたのが第6図である。軍位はkΩ一cm

　を用いている。図は等此抵抗線図ともいうべきもので，

　50，100，150というように，等比抵抗線は，50kΩ一Cm

　ごとに記しているo

　　第6図にて明らかなように，数個の高比抵抗地帯と，・

　低比抵抗地幣とが求められたo高比抵抗地幣として著し

　t、・とこFろは，M－3附近，S－7附近，F－10附近，E－15附’

　近，」一16．5附近，T－16附近で，そのほか数個所見うけら

　れる。また，低比抵抗地帯として著しいところは，M－

　18附近，K一欝附近，0唱附近である。特に磁気異常地

・の2つの著しい正中心の中間に，低比抵抗地幣が求めら

　れたことは，はなはだ興昧あることと考えられる。な

お，磁気異常地附近に，あたかもこれをとりまくよう

に，また，あるものはこれに突込んだような形で，高比

抵抗地帯が益布すること（F－10附近E－15附近，H－17附・

、近，」一16．5附近，N－14．5附近，M－11附近l　K－16附近）

は，翫知鉱床附近の実状にてらして意義あるものと考え

るo

6．結　　語

　電気探鉱の結果と，磁気探鉱の結果とを総合して考え

れば，1－12を中心として北東一南西に約80m，北西一

南東に約40mの磁気異常地幣には，一鷹鉱床の潜在が

予想される。このゆえに，測点8～9（K－12．5），8～181、

（K：一13），7～361（J－13．5），6｛’141（1－14），182’》183（K：一

14）において，ピットまたはトレンチによる探鉱をおこ

ない，地質歌況をたしかめ，その結果をまつて測点46

附近より南東方向に水雫坑道を開難し，えられた示徴の

．確認に努むべぎものと考えられるo

　本調査を実施するにあたり，稻越鉱山職員各位，なら

びに名古屋通産局関係官より多大の支援を蔓けた。記し

て感謝の意を表したいQ

　　　　　　　　　　　（昭和27年9｛・10月調査）
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